
（別紙４）

～ 2026年　3月　27日

（対象者数） 18 （回答者数） 10

～ 2026年　3月　30日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 2026年　3月　22日

（対象数） 15 （回答数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの成長に合わせた支援ポイントの変化や、園行事など

での取り組み内容に合わせて、子ども・先生方それぞれの願

いやニードを踏まえた支援方法を共有していく。

訪問先の先生方との情報共有について、時間の確保や内容

等、各園の状況に合わせて相談し、充実させていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

通園療育児の併行通園先連携の機会を通して、訪問支援を担

える職員を育成していく。

2

3

理学療法士・作業療法士の、専門性の高い支援を提供してい

る。

個々のニードに合わせて、訪問する時間帯や支援内容の工夫

を取り入れている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援を担当できる職員が少ない。 幼稚園や保育園・こども園などに訪問して、相手先の先生方

と子どもの様子や支援内容を共有するスキルを身につけてい

る職員が少ない。

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　3月　1日

○事業所名 子ども発達さぽーとセンターあゆみ訪問支援室（保育所等訪問支援事業）

○保護者評価実施期間 2026年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


